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ワサビクダアザミウマの寄主適合性と水ワサビ圃場における防除法

は　じ　め　に

ワサビクダアザミウマ Liothrips wasabiae Haga and 

Okajima（アザミウマ目：クダアザミウマ科）は，畑ワサ
ビ Eutrema japonicum （Miq.） Koidz., syn. Wasabia japon-

ica （Miq.） Matsum.の害虫として知られており，体長は
3 mm程度で，食害部は黒斑となる（石井・北村，1975；
OKAJIMA, 2006）。本種はこれまで日本の中国地方（広島
県，島根県および山口県）のみで分布が知られていた
（石井・北村，1975；HAGA and OKAJIMA, 1983；OKAJIMA, 

2006）。しかし，2016年に静岡県中部地域の水ワサビに
おいても発生が確認され（松田ら，2018；図―1～4），そ
の被害が問題となっている。
侵入害虫に対する対策は，大きく二つが考えられる。

一つ目は，未発生地域（圃場）への侵入防止，二つ目
は，既発生地域（圃場）での密度抑制である。ここでは，
この二つの視点からいくつかの調査を行った結果を報告
する。

I　ワサビクダアザミウマの寄主適合性

ワサビクダアザミウマの未発生地域（圃場）への侵入
防止について考える場合，本種の寄主適合性を明らかに
することは重要である。なぜなら，ワサビクダアザミウ
マがワサビ以外の植物を介して分布を拡大する可能性が
考えられるためである。そこで，ワサビと同じアブラナ
科の植物を用い，ワサビクダアザミウマの寄主適合性を
調査した。
各種アブラナ科植物の芽出し（発芽 2～3日後）にワ

サビクダアザミウマ成虫を接種し，20℃条件下で管理し
たところ，カラシナ Brassica juncea （L.） Czern.，ルッコ

ラ Eruca vesicaria （L.） Cav. ssp. sativa （Mill.） Thell.およ
びダイコン Raphanus sativus L.を与えた区では，水のみ
を与えた区より本種の成虫寿命が有意に長くなったもの
の，次世代成虫の発生数はわずかもしくは 0であり，い
ずれの植物でも次世代の成虫数は接種した成虫数より減
少した（MATSUDA et al., 2020；表―1）。ワサビクダアザミ
ウマにワサビを与えた際の成虫寿命は，18および 23℃
でそれぞれ 116および 93日とされている（石井・北村，
1975）。また，次世代成虫数は単為生殖時で 50～68頭/1

雌成虫，両性生殖時で 70～104頭/1雌成虫であり（石
井・北村，1975），成虫寿命，次世代成虫数ともに本調
査より高い値であった。加えて，ワサビクダアザミウマ
の寄主植物は，野外ではワサビしか報告されていない
（HAGA and OKAJIMA, 1983；OKAJIMA, 2006）。これらのこと
から，ワサビクダアザミウマはワサビ以外のアブラナ科
植物にはあまり適合していないと考えられる。村井
（1982）は，ワサビクダアザミウマはダイコンの芽出し
を用いて室内で容易に飼育増殖できると報告しており，
これは本調査の結果と異なる。この原因は飼育環境の違
いなどが考えられるが，不明である。このため，今後さ
らなる調査が必要であろう。
ワサビクダアザミウマ成虫は水のみでも 14日以上の
生存が可能であった（MATSUDA et al., 2020；表―1）。この
ことは，例えばワサビ運搬用のコンテナなどにワサビク
ダアザミウマが付着していた場合，コンテナにワサビが
入っていない状態であっても水に濡れて給水できる状況
であればワサビクダアザミウマが長期間生存できること
を意味している。このことから，ワサビ運搬用のコンテ
ナなどの水に濡れた農業資材の移動の際には，ワサビク
ダアザミウマが付着していないか注意する必要がある。

II　  ワサビクダアザミウマに対する防虫ネットの
侵入抑制効果

ワサビクダアザミウマの未発生地域（圃場）への侵入
防止について考える際に，苗の移動も重要な要因であ
る。水ワサビ栽培では一般的に，育苗施設で苗が育てら
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